
　㈱テリロジーサービスウェア（東京
都千代田区、鈴木達社長）は、㈱ビジョ
ナリーホールディングス（東京都中央
区、星崎尚彦社長）が展開する「メガネ
スーパー」「アイスタイル」に、10月1日よ
り多言語映像通訳サービス「みえる通
訳」、タッチ式会話ツール「さわって通
訳」ならびにマルチ通訳機「arrow-
s hello」をインバウンド比率の高い43
店舗に本格導入した。
　メガネスーパーを中心にグループ全
体で全国386店舗は近年、訪日旅行
者の来客数の増加や、顧客の多国籍
化を受けた、店舗スタッフの外国人対
応が増えてきていた。
　そのような状況の中、言葉の壁により
店舗スタッフの接客が受け身となって
いることで、購買に繋がりにくく、また、ア

イケアサービス
特有の専門用
語を正確に伝え
ることが難しく
なってきていた
ことが、課題で
あった。
　また、手話でコミュニケーションをと
る、ろう者の顧客にとって「眼」から得ら
れる情報は、健常者以上に重要で、よ
り一層眼に負担がかかっているケース
が考えられていたが、通常のメガネ店
では筆談や付き添いを通した会話によ
る対応が一般的で、ろう者の顧客が視
力検査やメガネの調整などで気軽に
来店できる様な環境となっていない状
況にあった。
　導入に当っては、みえる通訳とさわっ

て通訳、arrows helloをト
ライアル導入した際に、みえ
る通訳が入ったタブレット
とarrows helloがパッケー
ジサービスとなっていること
で、接客シーンに応じた使
い分けが実現できたこと
や、みえる通訳は10か国語

と対応言語数が多く、言葉が伝わる安
心感から、店舗スタッフの顧客対応が
積極的となり、顧客とのコミュニケー
ションが密になることで、今まで逃して
いた売り上げを拾えるようになったこと
に加え、日本手話を標準実装しているた
め、日本人のろう者の顧客が気軽に来
店できるバリアフリー化を同時に図れる
点が、導入の決め手となったとした。
　今後は、独自の「付加価値サービス」
をインバウンドの顧客へ周知し、集客
につなげ、特に欧米豪の顧客へのPR

強化をはかる。今や「眼の疲れ」は万国
共通で、外国人顧客アンケートからも
アイケアに関する悩みや不満を数多く
得ている。そうした外国人顧客にも同
社の質の高いアイケアサービスを提供
し、眼やメガネに関する悩みの解決を
目指す。また、増加するインバウンド需
要のみならず、ビジネスマン他在留外
国人の利用も促進していく。そして、将
来的にはみえる通訳の全店導入も検
討している。　

　㈱ジンズが運
営するハイエン
ド層向けアイウ
エ ア ブ ランド
「J of J INS」か
ら、世界で初めて
Carbon社の最新
3Dプリンタ技術

を活用し、革新的構造と掛け心地を実

現したアクティブシーンに最適なサング
ラス「Neuron4D」が10月31日より
J of JINS六本木ヒルズ店にて発売さ
れる。また、発売に先駆けJ of JINS公
式サイトにて10月25日から30本限定で
オンライン予約販売を受け付け、その後
11月21日より恒常的にオンライン購入
が可能となる。2型2色、レンズ各3色計
12アイテム。2万5000円＋税、一部偏

光レンズ2万
7000円＋税。
　「 N e u -
ron4D」は世
界で初めて、
革新的な3D

プリンティ
ング技術で
数々の企業
と パ ー ト
ナーシップ
を組む米国
Carbon社

との協業により、テンプル（メガネのつ
る）の内側に3Dプリンタによるラティス
構造※の造形品を装着したサングラス
（特許・意匠出願中）。従来のアイウエ
アの素材の軽さやデザイン視点での掛
け心地追及から大きく飛躍し、着用時
に締め付けることなく頭の形に合わせ
て変形するクッション性と通気性を兼
ね備えた、これまでにない「快適な
フィット感」を実現した。
　多角形に組み上げられたラティス構
造は、3Dプリンタでしか実現しえない
0.1mm単位での硬さのグラデーショ
ンを施し、テンプルエンドに向かうほど
柔らかくなる設計。テンプルという小さ

な面積の中での緻密さの実現は、
Carbon社でも初めての挑戦。動いても
ずれにくく、ムレにくいので、アクティブ
なシーンにおすすめ。
　これまで、製品の製造工程を短縮す
るモックアップとしての利用価値が高
かった3Dプリンタ。最近ではCarbon
社の技術革新により民生品として生
産、直接エンドユーザーに届けること
が可能となっている。そしてこの度、
ユーザーそれぞれにとってこれ以上な
いと思えるようなアイウエアづくりを目
指す「J of JINS」から、アイウエア業界
では世界で初めてその技術を活かした
「Neuron4D」が発売となる。将来的に
は「JINS」での応用技術展開も視野に
入れて研究を進めていくとしている。
※ラティス構造：枝状に分岐した格子
が周期的に並んだものを指す。もともと
は軽量化技術として開発され、多彩な
用途への可能性を秘める造形技術とし
て注目されている。

多言語映像通訳サービス「みえる通訳」
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マルチ通訳機「arrows hello」をメガネスーパーが43店舗で導入

　NHKの報道による
と、山梨中央銀行が
県内の宝飾品業者に
呼びかけて、中国の消
費者にインターネット
の中継番組で地元の
宝飾品を売り込む新
たな試みに乗り出すと
伝えられた。
　山梨県は、宝石や
貴金属を使った宝飾
品の出荷額が、昭和
63年以降、全国トッ
プにあるが、国内市場
の縮小によって出荷
額は一昨年が239億
円と、ピーク時（H2
年）のおよそ4分の1
に落ち込んでいる。
　このため、「山梨中
央銀行」などは山梨

県産の宝飾品を中国の消費者に売り
込む新たな試みに乗り出すことになっ
たとしている。
　具体的には、山梨中央銀行の誘致
を受けた東京のスタジオ運営会社が、
甲府市内にネット中継用のスタジオを
つくる。そして、このスタジオを拠点に中
国のネット通販大手の「アリババ」が、
ネットを通じて山梨県産の宝飾品を販
売する中国語の中継番組を発信する。
　ネット中継による通販番組は、消費
者からの質問や映像切り替えの要望
にリアルタイムに応えることができるた
め、中国では新たな買い物の方法とし
て広まっている。
　山梨中央銀行は、県内の宝飾品の
業者に出品を呼びかけ、アリババは来
月にもネット中継を始める計画で、特
産品を海外に売り込む新たな試みとし
て注目されている。
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　ジュエリータウンおかちまち有志38
社による「第102回JTOフェア」は、11
月6日、秋葉原UDXビル2階アキバ・ス
クエアで開催される。時間は10時～16
時。

　今回のJTOフェアはクリスマスと年
末商戦を盛り上げるべく最適な商材を
豊富に取り揃える。毎回好評となる“超
お買い得品”が満載の「朝市」も継続さ
れ、先着600名に配られる食事券と飲
物券のサービスもある。
　現金が当たる「JTOフェア賞」の特
賞は5万円3本、1等1万円10本、2等5
千円20本、3等2千円100本など合計
で3383本を用意。さらに当たらなかっ
た人には「Wチャンス賞」として当日の
買い物券が当たる抽選が14時に1回
だけ実施され
る。特賞は10
万円1本、1等
5万円1本、2
等3万円3本、

3等1万円20本、そして敗者復活賞
5000円30本の合計55本を用意して
いる。
　㈱アイボリー、㈱アベジュエリー、R･P･
JEWELS、㈱エステート、㈱オクノ宝石、㈲

大ハタパール工業、㈱オーロラ、㈲きしの
宝飾、㈱ギリオン、㈱桑理商事ジェイワン、
GOSHO、さくらジュエリーインターナショ
ナル㈱、㈱三和真珠、㈱SAN、㈲ジェメス
ト、㈱G･T･B･T、㈲スミノ宝石、㈲セブン
宝飾、㈱セントフローレンス、ダイドウ商事
㈱、㈱高橋宝飾、㈱タコール、中外鉱業㈱、
㈲ディーエヌディー、㈱トーキ、東京高橋
パール㈲、中川装身具工業㈱きんや、㈱ハ
イタイムズ、㈱PUZZLE、ハチジュエリー、
㈱日向宝飾、㈱FineCrew、㈱プラチナ宝
飾、㈱宝正、MAHAMANI GEMS㈲、㈱
三原真珠、村田宝飾㈱、㈱ユニオン真珠。

クリスマス商戦に向け第102回JTOフェアクリスマス商戦に向け第102回JTOフェア
11月6日／アキバ・スクエア
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